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生け花とは何か

生け花という語は通常「日本のフラワー・
アレンジメント」と訳されますが、生け花の
花材としては切り立ての枝や蔓、葉、草、果
実、種、花のほか、枯れた植物も用いられます。
実際、自然物なら何でも使え、現代生け花で
はガラスや金属、プラスチックも利用するの
です。日本の伝統芸術の一つとして、生け花
は装飾の概念だけでなく、象徴言語としても
発達させ、自然のはかない草花を用いること
で、「時」という要素をこの芸術創造に不可
欠のものとしました。花材相互の関係、生け
方の様式、花器の大きさ・形・素材・量感・色、
そして飾る場所と時など、全てが決定的に重
要な要素となります。生け花 500年の歴史で
は、家庭を飾る慎ましいものから、展示会場
全体を満たす広大な風景のような作品や革新
的彫刻のような作品まで、幅広い形式が生ま
れてきました。種々様々な現代作品と同時に、
伝統的な形式のものも今なお学ばれ、創られ
続けています。また、生け花は「花の道」と
いう意味で華道とも呼ばれますが、季節の移
り変わりや時の変化について観想する形式と
しても追求されてきました。そもそも宗教か
ら生まれたこと、そして誕生・成長・衰退・
再生という自然のサイクルと深いつながりを
持つことが、生け花に深い精神的な余韻を与
えているのです。

生け花

発祥と発展

日本の多様な自然の風景と古代の農耕に
根ざした暮らし方が、生け花発展の背景とな
りました。決定的に影響があったのは 6世紀、
中国からの仏教の伝来で、仏教とともに仏や
死者の魂に花を捧げる習慣（供華）が伝わり
ました。供華は 3本の枝による単純で対称的
な形を取っていましたが、17世紀初めまでに、
文字通り花を立てることを表わす立花へと発
展しました。これは池坊流の仏僧が生み出し
たものです。この精巧な芸術形式は背の高い

花を生ける
生け花は余暇に練習できる
芸術的な技能と見なされ、
各流派は家元を頂点とする
階層をなしている 
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銅の壺に生ける形で行われ、非常に高度な技
術を要しました。主枝は天または真実を象徴
し、通常は非対称で、枝の上端が縦の中心線
に触れないように、右か左に曲げられます。
その他の多数の枝は、それぞれが象徴的な意
味や装飾上の機能を持ち、想像上の球の中心
である中心のまとまりから生え出します。全
体として立花の作品は、心象の上で一つの景
観を描くことで宇宙全体を表わす小宇宙だっ
たのです。立花の主要な特徴、すなわち非対
称性・象徴性・空間的奥行は、その後の発展
に強い影響を及ぼすこととなりました。
立花とは全く対照的に、文字通り茶の花

を表わす簡素な茶花は、16世紀、茶道（茶
の湯）の一部として生まれました。小さな花
器に1本か2本の花や枝で造形されるもので、
茶花は抛入れという自然な様式の基礎となり
ました。これは背の高い花器にわずかな花材
を生け、シンプルで詩的な自然美のイメージ
を呼び起こすため、微妙な技術を用いるもの
でした。立花と抛入れは、その後の生け花の
歴史に一種の対位法ともいうべきものを作り
出します。一方には複雑な技術やスケールの
大きさ、象徴性、決まった様式の強調があり、
もう一方には自然さや簡素さ、暗示性、花材
そのものの持つ自然な特徴の尊重がありまし
た。この両者の間の緊張関係は、その後の華
道のあらゆる革新につながっていきます。
江戸時代（1600～ 1868年）、日本は国内

の平和と堅調な経済成長を謳歌しました。生
け花はかつて仏僧や宮廷貴族・上流階級が独
占していましたが、武士や富裕な商人など、
女性を含む広い層で行われるようになったの
です。この時代、立花の様式は硬直した形式
的なものになり、文字通り「生きた花」を表
わす生花（せいか・しょうか）という、立花
よりも簡素な様式が生まれて、人気を拡大し
ていきました。生花も、型を重んじる傾向は
ありましたが、非対称または不等辺の三角形
を基本とした枝 3本の構成を取り入れまし
た。多くの新しい流派がこの構成の変化形を
作り上げましたが、造形中の 3本の枝は天・
地・人として定着するようになりました。様々
な変化形を生み出したこの形式が全ての生け
花指導の基本となり、最新の流派でさえこれ
に基づいています。

この時代、もう一つの重要な発展は、知
識階級の生け花（文人花）の登場でした。こ
れは中国の学者や画家の感性を反映したも
のです。日本の文人花は、茶花から発展した
抛入れの様式に大きな影響を与えました。文
人花は個人的な表現の形式として行われた
ので、その生け方には非正統的・日常的な性
格があり、茶亭の簡素さや立花・生花の厳格
さとは全く異なっていました。さらに、中国
に起源を持つことで、新しい色彩の豊かさや
文芸的ニュアンスも加わっていたのです。

近代の生け花

明治時代（1868～ 1912年）初めから日本
が西洋の影響にさらされたことは、国内の暮
らしのあらゆる面に大きな変化をもたらし
ました。生け花においては、小原流の創始者、
小原雲心（1861～ 1916年）が盛り花、文字
通り「盛り上げた花」という様式を作り出し、

池坊流（写真上）
この流派は 15世紀に池坊
専慶によって立てられた
現存する流派で最古のも
の。写真は現在の池坊流
家元、池坊専永の作品
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小原流（写真下）
風景を写し取る伝統的な
写景の例で、水盤に生け
たもの。夏の池の遠景を表
わすのに蓮の花だけを用
いている
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一般人によっても変わることなく実践され
ており、日本の日常生活にすっかり溶け込ん
でいます。一年を通じて生けられた花が家庭
を飾り、特定の花材は特定の時や祭りと結び
ついています。常緑の松は永遠の象徴で、新
年に好まれる花材であり、伝統的に若さの柔
軟性を示す竹や、不老長寿を示す梅花と組み
合わされます。3月 3日の雛祭りは少女の祭
りでもあり、伝統的な人形と一緒に桃の花が
飾られます。また菖蒲は男の強さの象徴で、
5月 5日のこどもの日（端午の節句）に生け
られ、7月 7日の七夕には竹が飾りつけられ
ます。そして 9月に人々が集まって月を観賞
する月見には、伝統的に秋の花材の代表、ス
スキの穂が飾られるのです。

基本的アプローチと技術

植物をできるだけ長い間瑞々しく保つに
は、十分な水がなければなりません。植物の
新鮮さを保つため、数々の技法が使われま
す。茎の付け根を潰したり、熱湯に浸けた
り、焼いたり、いろいろな薬品を使ったりし
ます。しかし、最も一般的なやり方は、茎を
水中で切り（水切り）、すぐに使うことです。
しおれた草花を蘇らせるには、水中で茎を切
り、少なくとも 30分間水に漬けておきます。
現代では盛り花と抛入れの二つが主流で

す。盛り花では剣山という針のついた支えを
使って、浅い花器に花を生けるのに対し、抛
入れは様々な方法で花材の位置を保ちなが
ら、高さのある花器に花を生けます。
剣山を使う際には、太い枝は斜めに切り、

切った端を縦に割いて、剣山に刺しやすくし
ます。花やその他の茎の柔らかい花材は水平
に切るのが一番で、そのまままっすぐ剣山に
刺し、それから好みの角度まで前後に倒しま

生け花 3

生け花芸術を完全に刷新しました。それまで
のどの伝統的様式でも、花材は集められて花
器の一点から伸びるように構成されていたの
ですが、小原は様々な支えを用いて、水盤と
いう浅い幅広の水鉢表面全体を覆うように切
り花を配したのです。これにより、伝統的様
式には取り入れられなかった新しい外来の花
材も使えるようになりました。また、自然の
風景を象徴的ではなく自然な表現法で描く、
「写景」という風景の創造も可能になりまし
た。その他の重要な革新者としては、安達潮
花（1887～ 1969年）がいます。安達は盛り
花を取り入れ、自身の作品を単に「装飾的」
と表現しました。
さらに多くの現代流派の登場によって革

新は続きました。草月流の創始者、勅使河原
蒼風（1900～ 79年）は、生け花は現代美術
として自由で創造的な表現を推進しなければ
ならないとして、生け花の世界を広げました。
戦後になると、アヴァンギャルドな作風を持
つ前衛花が、抽象彫刻や超現実主義的なアプ
ローチを取り入れ、生け花の表現力を大きく
拡大して、作品のスケールと花材の幅を広げ
ました。さらに、池坊など伝統的流派は、独
自の伝統的様式を保持しつつ、現代の立花や
生花を創り出しながらも、教授内容に盛り花
を取り入れるなど、より新しいアプローチも
加えるようになりました。現代の華道界では
三大流派である池坊・小原・草月が圧倒的で、
それぞれ 100万人以上の会員がいるとされて
いますが、他にも大小様々な流派が何千とあ
ります。主な流派は全世界に支部や研究グ
ループを広げており、また、多くの流派を代
表する包括団体である生け花インターナショ
ナルが、1956年に東京で設立されて、生け
花芸術を世界的規模で推進しています。
生け花は、特定の流派に属さない多くの

草月流
草月流の生け花は様々な
形の花材を広く自由に用
いる。この大きな作品は
「乾坤春」と題され、草月
流の創始者、勅使河原蒼
風による制作。幅約 10m
で、流木と藤蔓も使われ
ている 
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水切り：茎を水中で切り直す 切り留め折り留め

割り留め（縦） 割り留め（横）花留め：剣山に固定す
るには、まずまっすぐに
刺し、それから傾ける
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す（花留め）。草のように剣山の針より細い花
材の場合は、同じ花材または別の花材を短い
添え木として根元に添えて、太さを補います。
背の高い花器に生けるには、様々な花材

に対して、茎や枝を折り曲げて位置を保つ方
法（折り留め）が使われます。茎を花器の口
にもたせかけ、曲げた末端の部分が花器の内
壁につくようにします。花材の根元は花器の
底まで届く場合もあります。自立型の方法（切
り留め）は茎の太い花材に用います。根元を
一定の角度に切り、切り口を直接花器内壁に
当てます。横木を使う方法（横割り留め）では、
枝の根元に水平に割りを入れ、支えとなる留
め木を直角に挟み込みます。横木は花器の内
壁にきっちりはめなければなりません。縦の
支柱を用いる場合は（縦割り留め）、枝の根
元を縦に割き、割いた端に支えとなる留め木
を挟み込みます。留め木を挟んだ枝の根元が、
花器の内壁や底につくようにします。

適した花器を選ぶ
基本的にどんなものでも花器になります。

伝統的には、銅や陶器の瓶、漆器、竹筒、乾
かしたヒョウタンまで、幅広く用いられてきま
した。ただし、花器は単に花を入れるもので
はなく、作品の不可分な一部と見なされます。
水盤を用いる際には、水面もさりげなく

利用され、反射による効果や、夏には水の涼
感なども作品の成否に大きな役割を果たしま
す。現代の生け花ではステンレスやガラス、
様々な合成素材の花器も一般的ですが、透明
なガラスの花器を用いる際には、花器を透し
て見える部分に特に注意しなければなりませ
ん。どんな花器を使うにせよ、生け花の根本
をきちんと踏まえたうえで、まとまっていな
ければならないのです。なお、背の高い花器
を使う場合には、口いっぱいに花材を生ける
ことは避けるようにします。

自然美の強調
どんな芸術も、習得には熟練した教師に

ついての長期間の練習が必要ですが、どの流
派の教師もが認める基本的なポイントがたく

さんあります。第一に、どんな作品でもまず
最初は、その植物の自然な状態がどういうも
のなのかを認識しなければならないという
ことです。植物は自然から（あるいは温室か
ら）切り出された時点で、独自の性格を持っ
た造形用の花材となります。花材を見るとき
には、細部にこだわるのではなく全体の形を
見ます。たとえばツバキなら、最も重要なの
は花ではなく枝振り全体、特に葉です。花は、
元の場所から取り除いて、全体のデザインに
効果がありそうな場所につけ直すこともで
きます。また、折り曲げることで枝に好まし
いカーブを持たせたり、もともと曲がってい
る枝を真っ直ぐにすることもあります。不要
な細部を取り除くことは不可欠なテクニッ
クで、線の美しさを強調するために枝の刈り
込みも行われます。桜や梅、桃の枝から少し
花を取り除くのは、線をはっきりさせるため
だけでなく、残した花の美しさを強調するた
めでもあるのです。
あらゆる自然物が、線や面、色、量感を

表わす素材として用いられます。たとえば大
きな葉は力強い面ですが、横にすれば線とし
て見せられるのです。花は全て、特定の方向
に向いた「面」を持っています。花を生ける
際には、その面を正面に見せるのか、横にす
るか、後ろを向かせるかを考えなければなり
ません。花は葉と一緒に使うのが普通です
が、アヤメやスイセンの葉を茎からはずし、
もっと形よくまとめて花と一緒にし、「自然
さ」と「造形上の効果」の両方を見せること
もよくあります。

生け花の基本


